
第３次古賀市環境基本計画の指標一覧（案）

New

1 生物多様性の保全と再生 重要地域の保全箇所数 箇所
4

（令和4年度）
1 No.1：重要地域の保全箇所数

生物多様性古賀戦略にて生物多様性の観点から重要な保全地域の中

で保全行為を行った箇所数。定義を記載予定。

2 地産地消の推進に関する市民意識 ％ － 2 No.2：コスモス広場の組合員数
人口減少していく中で、同じ内容で目標値を設定することは難し

い。消費者交流の取組みや消費者側地産地消意識（アンケート結

果）等への指標への変更を検討。※アンケートにより把握予定

3 耕地面積 ha － 3 No.3：市民農園数 市において積極的な新規開設の推進を行っていないため。

4 森林施業面積 ha － 4 No.4：森林面積

市が行う荒廃森林整備事業や水源涵養事業、並びに広域森林組合が

行う森林整備計画に基づく施業などにより間伐が行われており、森

林の保全という観点では事業実施面積のほうが指標になると考え

る。

5 認定農業者数 経営体

46

（令和4年度）

※単位が「人」での計上

5 No.5：認定農業者数

現行は、家族経営協定を締結している経営体の中の人数「夫と妻、

子」などをそれぞれ人数としてカウントしているが、経営体数をカ

ウントした方が農業の規模を測る指標として適当と考えられるた

め、単位を変更。

6 自然とのふれあいの確保
生き物とふれあう場（講座、学習会等）

の提供件数
件 － 6 7

No.6：ビオトープを活かした取組数

No.7：生物とふれあう場の確保・創出に対する

満足度

ビオトープに限定するのではなく、広義の取組としての指標設定が

必要。このため、生き物観察会など、講座等の学習の場を含めた生

き物とのふれあいの場について指標設定を行う。

7 大気環境その他の保全 大気環境の保全に関する市民満足度 ％
23.9

（令和4年度）
9 No.9：大気環境の保全に関する満足度

8
河川・海域における水質の環境基準達成

度状況
％

88.8

（令和4年度）
10

No.10：河川・海域における水質の環境基準 達成

度状況

9 汚水処理人口普及率 ％
98.43

（令和4年度）
12 No.12：汚水処理人口普及率

10 簡易除却した違反広告物の件数 件 － 14
No.14：古賀市路上など違反広告物追放推進団体

登録数

指標としている古賀市路上など違反広告物追放推進団体登録数につ

いて、違反広告物が減少してきており、団体登録を積極的には行わ

ないこととしていため、次年度以降は、簡易除却した違反広告物の

件数を指標とする。※都市環境から生活環境分野へ移行。

11 自然史・歴史講座の開催数 回/年
6

（令和4年度）
15 No.15：自然史・歴史講座の開催数 ※都市環境から生活環境分野へ移行。

12 生活環境苦情件数 件
93

（令和4年度）
8 No.8：生活環境苦情件数

13 犬・猫に関する苦情件数 件

136

（令和4年度）

※うち犬の苦情21件、

猫の苦情22件

13 No.13：犬・猫に関する相談件数
件数について、現在、苦情件数だけでなく業務への問い合わせ等の

件数についても計上している。問い合わせ等を含めた数ではなく、

苦情件数に絞った指標へと変更。

第３次計画へ記載予定

最新年度の実績値

（第2次計画と同様の指

標のみ記載）

第２次計画との関連

第２次計画での指標名 補足

第２次計画の指標No

第２次計画の指標No
No. 環境分野 取組の方向性 第３次計画での指標 単位

水環境の保全

自然環境 自然の恵みの持続的な享受

魅力ある景観・まちなみの保全

生活環境

快適な生活環境の形成

資料2-4
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14 二酸化炭素総排出量の削減割合 ％

372千t-CO2

7%削減

（令和2年度）

17 No.17：二酸化炭素総排出量の削減割合

15
公共施設の再生可能エネルギー導入施設

数
施設

7

（令和4年度）
20

No.20：公共施設の再生可能エネルギー導入施設

数

16
古賀市の公共施設における温室効果ガス

排出量の削減割合
％

41.9%削減

5423.04 t-CO2

（令和4年度）

21
No.21：古賀市の公共施設における温室効果ガス

排出量の削減割合

17 グリーン購入の調達率 ％

98.4

（令和4年度）

※文具類のみ

22 No.22：グリーン購入の調達率

18 家庭における4Rの推進 1人1日当たりの家庭ごみ排出量 ｇ ー 23 No.23：1人1日当たりの家庭ごみ処理量

19 事業所における4Rの推進
事業所のごみ排出量（1人1日当たり換

算）
ｇ ー 25

No.25：事業所のごみ処理量（1人1日当たり換

算）

20
・家庭における4Rの推進

・事業所における4Rの推進
再生利用率 ％ ー 24 No.24：資源化率 県と指標をそろえるため、資源化率から再生利用率に変更。

21 環境イベントへの参加者数 名 ー New
環境に関する意識啓発の場として令和4年度よりイベント「Koga環

境ひろば」を開催しているため、参加人数を指標とする。

22 環境保全活動に参加している市民の割合 ％ ー 28 29
No.28：環境保全活動に関する実行度

No.29：古賀市の美化活動へ対する参加の意向
※アンケートにより把握予定

23
アダプトプログラム登録団体による清掃

活動回数
団体 ー 30 No.30：アダプトプログラム登録団体数 より指標を分かりやすくするため、活動回数へ指標を変更。

24 環境に関する出前講座開催数 回/年 ー 31 34

No.31：環境教育プログラム実施数（小学校実施

分）

No.34：海津木苑の出前講座数

環境課（環境整備係、資源循環推進係、海津木苑）が行う出前講座

を統合して指標とする。

25 市民講座の参加人数（環境分野分） 名
32

※令和4年度までの累計
33 No.33：市民講座の参加人数（環境分野分） 計上の仕方を累計ではなく、単年度の参加人数へと変更する。

26
環境人材バンク制度による環境アドバイ

ザー派遣件数
件 ー 35

No.35：古賀市版「環境カウンセラー」の登録数

（令和3年度からの運用）
環境人材バンク制度の運用が始まったため変更。

27
環境保全活動に関わる個人・団体

との連携強化

ぐりんぐりん古賀開催の環境保全・啓発

活動への活動参加人数
名 ー 26 27

No.26：ぐりんぐりん古賀（古賀市環境市民会

議）個人会員

No.27：ぐりんぐりん古賀（古賀市環境市民会

議）団体会員

団体会員に属しながら個人会員でも登録しているなど、重複もある

ことから、会員数ではなく、活動参加人数へと指標を変更。

ごみそのものを削減していく必要があるため、より分かりやすい指

標として、ごみ処理量ではなく資源ごみも含めた排出量を指標とし

たい。
資源循環

地球環境
温室効果ガスの排出を抑制･削減す

る緩和策の推進

環境に配慮した行動の促進

環境教育の充実

環境意識と

行動
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